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論文内容の要旨

本論文は新旧コンクリートの境界面の付着せん断強度に関する研究を行ったもので，旧コンクリートに新しいコン

クリートを打ち足す場合や，接着材料を用いて 2 つのコンクリートを接着する場合の，接着境界面の付着せん断強度

を現場でも試験できる試験方法の確立，種々の表面処理の付着せん断強度への影響度，接着材を用いたプレキャスト

部在聞の接着部での付着せん断強度特性，さらに，橋梁床版などの疲労荷重を受ける場合の付着せん断強度の低下度

に関する評価を行ったもので，全 7 章で構成されている。各章を要約すると以下のようになる。

第 1 章では，劣化したコンクリート構造物にコンクリートを打ち足して補修したり，プレキャストコンクリート聞

の接合に接着材を使用するが，新旧コンクリート間やコンクリートと接着材聞の付着せん断強度を調べることの重要

性を述べ，本研究の意義と目的を述べている。

第 2 章では，新旧コンクリート境界面の付着強度に関する既往の研究を概観し，付着引張強度の研究は多いが，付

着せん断強度に関する研究は少ないこと，かっ，後者での試験方法は実験室内用のもので，現場でも測定できる方法

の必要性を述べている D

第 3 章では，新旧コンクリートの積層にコアボーリングし，その上面に端子をつけてトルクレンチでねじりモーメ

ントを与えて境界面をせん断破壊させることによって付着せん断強度を知るトルク試験法を考案し，その試験装置を

完成させている。そして，実験装置と試験方法の妥当性をモルタル供試体によるトルク試験で確認している。

第 4 章では，付着せん断強度特性について，境界面の表面処理方法とプライマーの種類を実験変数として実験して

いる D モルタルどうしとコンクリートどうしを接着した接合面について実験し，表面仕上げ，プライマーの種類等の

影響について有用なデータを収集している o

第 5 章では，プレキャスト部材間を接合する接着材の付着せん断強度について調べている。セメントミルクと比較

して，エポキシ樹脂とポリマーコンクリートの大きな付着せん断強度特性を明らかにしている。また，両接着材の時

間依存特性について有用なデータを示しているo

第 6 章では，新旧コンクリート間の付着せん断強度の疲労による低下度について調べている o 2 つのはりを上下に

接着した合成はりに曲げ疲労荷重を与え，その後に，コアボーリングとトルク試験を行い，繰返し回数と残存付着せ

ん断強度との関係に関する基礎データを得ている。さらに，プレキャスト版と現場コンクリートによる合成床版での

界面の付着強度に対する疲労の影響について調べている。
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第 7 章では， 2 章から 6 章で得られた主な研究成果を整理し，総合的な結論を述べるとともに，今後の研究課題を

展望している。

論文審査の結果の要旨

従来，新旧コンクリートの付着強度は付着引張強度で評価され，現場で簡単に試験できる方法としてプルアウト試

験法が定着している。しかし，多くの構造物では，新 11=1コンクリートの接合面には引張力よりもせん断力が作用して

おり，それに対する付着強度を確保することが重要である。しかし，そのようなデータ報告は皆無であるO このよう

な現状に対して，本論文で，新旧コンクリート間の付着せん断強度を現場でも調べられる簡易実視IJ装置の開発を行い，

接合面の表面処理による付着せん断強度への影響，接着材の種類による強度の違いとそれらの時間依存性，繰返し荷

重を受ける構造物における付着せん断強度への疲労の影響について研究しており，開発した装置の有効性を示し，有

用な各種実験データを得ているO 得られた主な研究成果は次のように要約できる。

(1) 新旧コンクリート聞の付着せん断強度を現場で実測できるトルク試験装置を開発し，接合面での付着せん断強

度を簡単に調べる方法を確立している o モルタル供試体で、本トルク試験法によって実測した付着せん断強度は

その材料の圧縮強度と引張強度で表現する簡易計算値とよい一致を示し，本試験法の妥当性を検証している。

(2) モルタルによる 2 層供試体およびコンクリートによる 2 層供試体を， 2 層間の表面処理方法を変えて多数製作

し，本トルク試験法による付着せん断強度と表面処理方法およびプライマーとの関係について有用なデータを

収集している o これらの結果は，実構造物での補修時や打継ぎ時の，旧コンクリート表面処理の方法について

有効な示唆となっている o

(3) プレキャスト部材間の接合に使用される材料，すなわち，モルタル，エポキシ樹脂およびポリマーコンクリー

トとプレキャス卜部材との付着せん断強度に関する情報を得るため，これらを用いた 2 層供試体での実験を行

い，有用な結果を得ている。プルアウト試験による引張強度試験も行い，それとの相関も示し，プルアウト試

験の有効性についても論じている。さらに， これらの材料の強度発現と時間の関係を明らかにし，補修後の構

造物供用再開時期の判定に有効な資料としている。

(4) 橋梁部材のように繰返し荷重を受ける場合を想定し，新旧コンクリートの打継目に繰返しせん断力が作用した

場合の付着せん断強度の低下に関する疲労試験を行い，基礎的資料を示し，補修設計および補修用材料選択に

貴重な情報を与えている。

以上のように，本論文には， コンクリート聞の付着せん断強度に関する試験方法を提案するとともに有効なデータ

を収集したもので， コンクリート構造物での強度確保の方法や，橋梁等の補修方法に大きく貢献するものであり， コ

ンクリート工学，橋梁工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。

no 




